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   CS-807 is a new cephalosporine orally available. The clinical efficacy and safety of this drug were 
evaluated in 13 patients with urinary tract infection, including 3 with simple cystitis and 10 with compli-
cated infections. According to the response criteria defined by the Japanese UTI committee, the clinical 
effectiveness in 8 patients with complicated urinary tract infections regarded evaluable was excellent in 2, 
moderate in 4 and poor in 2, the overall efficacy rate being 75.0%. Only 1 of the 13 patients stud-
ied, developed temporary diarrhea as a drug related adverse reaction. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 34: 1515-1518, 1988)
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緒 言
CS-807は新 し く開 発 され た 経 口用 セ ファ ロス ポ リ
ン剤 で,Fig.1に示 す 化学 構 造 式 を有 す る]).本剤 は
経 口吸 収 され な いR-3763の4位 カル ボ ン酸 に,イ ソ
プロポキ シカル ボ ニル オ キ シエ チ ルを エ ス テル結 合 す















































































急性 単 純性 膀 胱炎 患 者3例 の総 合 臨床 効 果 は3例 と
も著効 で あ った(Table1).排尿 痛 は3例 中2例 に
消失 し,膿 尿 は3例 と も消 失 した.
慢性 複雑 性 尿路 感 染症 患 者10例 中UTI薬 効 評 価
基 準 に よる 評 価 可 能例 は8例 で あ った.こ の8例 の
総 合臨 床効 果 は 著 効2例(25.O%),有効4例(50.0
%),無 効2例(25.O%)で,有 効 率 は75.O%であ っ
た(Tablc2).この8例 中細菌 尿 は 陰性 化5例(62.5
%),不変3例 で あ った が,膿 尿 につ い て は正 常化3例
(37.5%),不変 は5例 で あ った(Table3).これ を疾
患 病 態 群別 に み る と,有 効 率 は単 独菌 感 染 で80.O%,
複 数 菌 感染 で66.7%であ り(Table4),従来低 率 とさ
れ て きた 複 数 菌 感染 に お いて 良 好 な有 効 率 が 得 られ
た.
細菌 学 的 効果 では,慢 性 複雑 性 尿路 感 染 症患 老 に お
け る尿 中分 離菌 をTable5に表 示 す る.P.aeruginosa
は3株 中1株(33.3%)の 細 菌 消 失 率 を 示 し た が,
S・epidermidis.E・coli,E・cloacae.K・Pneumoniae,P.
vulgarisはいず れ も100%の細菌 消 失 率 を示 し,そ の
平 均 は81.8%とな った,
投薬 後 出現菌 と してはStaPh"IOCOCCUSsp.1株が認
め られ た.
2.副 作 用































経 口用 セファロスポ リン剤CS-807を13例の尿路
感染症患老に投与した.そ の結果,急 性単純性膀胱炎
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